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平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.E.
保育者省察 実践１（ｎ＝46） 保育者自身 42.02 5.81 49.41 4.32 7.391 .746 9.904 ＊＊
子どもへの注意 12.74 1.81 14.07 1.29 1.326 .235 5.648 ＊＊
子どもの考慮 32.24 5.14 40.17 3.23 7.935 .728 10.901 ＊＊
他者との交流 29.41 4.90 35.30 3.44 5.891 .651 9.054 ＊＊
実践２（ｎ＝26） 保育者自身 43.38 5.64 46.58 7.53 3.192 1.415 2.256 ＊
子どもへの注意 13.31 1.59 13.19 2.37 －.115 .445 －.259
子どもの考慮 35.58 4.28 38.81 5.09 3.231 1.254 2.576 ＊
他者との交流 29.62 4.67 32.88 5.69 3.269 1.269 2.576 ＊
実践３（ｎ＝25） 保育者自身 43.56 5.60 39.72 10.50 －3.840 1.962 －1.957
子どもへの注意 13.24 1.56 9.60 3.62 －3.640 .693 －5.256 ＊＊
子どもの考慮 33.88 5.16 30.44 9.33 －3.440 1.681 －2.046
他者との交流 30.40 4.02 31.04 7.17 .640 1.440 .445
集団雰囲気 実践１（ｎ＝46） 34.17 5.91 43.00 4.86 8.826 1.011 8.732 ＊＊
実践２（ｎ＝28） 34.36 6.14 43.64 4.54 9.286 1.148 8.091 ＊＊






平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.E.
１ 子どもに対する自分の言動に気をつける 4.18 .793 4.53 .556 .347 .089 3.910 ＊＊
２ 子どもと話すとき、自分の態度に注意を向ける 3.99 .831 4.42 .765 .431 .101 4.283 ＊＊
３ 子どもと話した後、自分の言い方が適切かどうか考える 4.01 .831 4.49 .750 .472 .106 4.435 ＊＊
４ 自分の長所・短所を踏まえながら保育を行う 3.50 .822 4.07 .793 .569 .126 4.506 ＊＊
５ 子どもに何か言う前に、自分の言動の影響を考える 3.75 .835 4.44 .803 .694 .111 6.242 ＊＊
６ 子どもに伝えたいことがあるとき、どのようにしたらうまく伝わるか考える 4.44 .625 4.42 .783 －.028 .103 －.270
７ 保育における自分の振る舞いに目を向ける 3.72 .843 4.46 .691 .736 .120 6.119 ＊＊
８ 「保育」とはどういうことか考える 3.69 .850 4.63 .542 .931 .103 9.000 ＊＊
９ 子どもに何か言った後、その時の自分の感情について考える 3.79 .903 4.18 .893 .389 .116 3.345 ＊＊
10 保育について自分の長所・短所を考える 3.68 .917 4.15 .816 .472 .123 3.824 ＊＊
11 自分の保育の方針を振り返り改善すべきところを考える 3.75 .852 4.61 .618 .861 .126 6.857 ＊＊
12 子どもと話しているとき、子どもの表情や態度に注意する 4.44 .690 4.61 .618 .167 .088 1.884
13 子どもの言動に気をつける 4.28 .655 4.60 .685 .319 .095 3.380 ＊＊
14 子どもをほめたり叱ったりする前に、子どもの受けとめ方について考える 3.86 .775 4.61 .662 .750 .122 6.171 ＊＊
15 子どもと一緒にいるとき、子どもの言動に注意を向ける 4.22 .736 4.54 .691 .319 .101 3.178 ＊＊
16 子どもの発達について考える 3.92 .765 4.54 .604 .625 .104 6.032 ＊＊
17 あらかじめ子どもの行動や態度を予測しておく 3.74 .787 4.04 .795 .306 .115 2.663 ＊＊
18 子どもの長所・短所を考えながら普段の行動を見る 3.88 .711 4.25 .765 .375 .109 3.436 ＊＊
19 子どもをほめたり叱ったりした後、子どもがどのように受けとめたか考える 4.17 .787 4.53 .649 .361 .121 2.989 ＊＊
20 子どもが１日の中でどう変わったか考える 3.26 .856 4.21 .711 .944 .110 8.591 ＊＊
21 子どもの話の中に子どもの感情を感じとる 3.88 .855 4.58 .645 .708 .127 5.563 ＊＊
22 保育の出来事から「子ども」の本質について考える 3.28 .876 4.39 .703 1.111 .126 8.821 ＊＊
23 子どもにとって将来何が必要か考えながら育てる 3.47 .839 4.53 .627 1.056 .108 9.761 ＊＊
24 他の人と子どもの話をすることで、自分が担当している子どもの特徴に気づ
く
3.78 .876 4.32 .802 .542 .120 4.506 ＊＊
25 他の人の保育をみて、今の自分の保育に必要なことに気づく 4.19 .762 4.56 .669 .361 .114 3.163 ＊＊
26 他の人が子どもにどのように接しているか注意深く見る 4.00 .822 4.39 .723 .389 .109 3.557 ＊＊
27 他の人と保育の話をして、自分の保育の方針を改める 3.74 .919 4.39 .848 .653 .107 6.112 ＊＊
28 他の人と話しているうちに、保育に関する疑問が解決する 3.54 .804 4.29 .701 .750 .110 6.838 ＊＊
29 他の保育者が担当している子どもの言動を注意深くみる 3.38 .863 4.17 .822 .792 .120 6.586 ＊＊
30 子育てに関する本や雑誌を読み、自分の保育観と照らし合わせる 3.29 .879 3.69 .988 .403 .123 3.275 ＊＊



























平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.E.
１ 子どもに対する自分の言動に気をつける 4.24 .597 3.16 1.248 －1.080 .244 －4.419 ＊＊
２ 子どもと話すとき、自分の態度に注意を向ける 4.04 .611 3.28 1.308 －.760 .233 －3.262 ＊＊
３ 子どもと話した後、自分の言い方が適切かどうか考える 4.04 .935 3.20 1.258 －.840 .309 －2.717 ＊
４ 自分の長所・短所を踏まえながら保育を行う 3.56 .961 3.36 1.221 －.200 .283 －.707
５ 子どもに何か言う前に、自分の言動の影響を考える 3.72 .792 3.48 1.262 －.240 .284 －.844
６ 子どもに伝えたいことがあるとき、どのようにしたらうまく伝わるか考える 4.44 .651 3.60 1.291 －.840 .281 －2.990 ＊＊
７ 保育における自分の振る舞いに目を向ける 4.04 .790 3.76 .970 －.280 .196 －1.429
８ 「保育」とはどういうことか考える 4.16 .624 4.40 .816 .240 .176 1.365
９ 子どもに何か言った後、その時の自分の感情について考える 3.80 .707 3.36 1.319 －.440 .265 －1.660
10 保育について自分の長所・短所を考える 3.72 .891 3.88 1.130 .160 .281 .569
11 自分の保育の方針を振り返り改善すべきところを考える 3.80 .866 4.24 1.128 .440 .265 1.660
12 子どもと話しているとき、子どもの表情や態度に注意する 4.64 .490 3.24 1.234 －1.400 .252 －5.563 ＊＊
13 子どもの言動に気をつける 4.40 .645 3.20 1.291 －1.200 .265 －4.536 ＊＊
14 子どもをほめたり叱ったりする前に、子どもの受けとめ方について考える 3.88 .726 3.32 1.108 －.560 .232 －2.419 ＊
15 子どもと一緒にいるとき、子どもの言動に注意を向ける 4.20 .707 3.16 1.179 －1.040 .227 －4.578 ＊＊
16 子どもの発達について考える 4.04 .735 3.72 1.137 －.320 .206 －1.554
17 あらかじめ子どもの行動や態度を予測しておく 3.84 .850 3.20 1.258 －.640 .270 －2.370 ＊
18 子どもの長所・短所を考えながら普段の行動を見る 3.88 .833 3.44 1.294 －.440 .252 －1.745
19 子どもをほめたり叱ったりした後、子どもがどのように受けとめたか考える 4.24 .663 3.24 1.200 －1.000 .245 －4.082 ＊＊
20 子どもが１日の中でどう変わったか考える 2.96 .735 3.00 1.190 .040 .234 .171
21 子どもの話の中に子どもの感情を感じとる 3.96 .735 3.32 1.282 －.640 .305 －2.099 ＊
22 保育の出来事から「子ども」の本質について考える 3.48 .823 3.64 1.150 .160 .236 .679
23 子どもにとって将来何が必要か考えながら育てる 3.60 .866 3.56 1.044 －.040 .196 －.204
24 他の人と子どもの話をすることで、自分が担当している子どもの特徴に気づく 3.80 .764 3.56 1.193 －.240 .226 －1.063
25 他の人の保育をみて、今の自分の保育に必要なことに気づく 4.32 .627 3.92 1.077 －.400 .245 －1.633
26 他の人が子どもにどのように接しているか注意深く見る 4.12 .781 3.64 1.114 －.480 .232 －2.071 ＊
27 他の人と保育の話をして、自分の保育の方針を改める 3.52 .872 4.36 .907 .840 .236 3.562 ＊＊
28 他の人と話しているうちに、保育に関する疑問が解決する 3.52 .823 4.20 1.000 .680 .206 3.302 ＊＊
29 他の保育者が担当している子どもの言動を注意深くみる 3.96 .978 3.52 1.295 －.440 .259 －1.701
30 子育てに関する本や雑誌を読み、自分の保育観と照らし合わせる 3.64 .860 3.68 1.180 .040 .286 .140






平均 S.D. 平均 S.D. 平均 S.E.
１ 友好的な雰囲気である／非友好的な雰囲気である 3.54 .812 4.64 .614 1.101 .088 12.523 ＊＊
２ 受容的な雰囲気である／拒絶的な雰囲気である 3.71 .704 4.60 .605 .889 .084 10.635 ＊＊
３ 満足させられるような雰囲気である／挫折させるような雰囲気である 3.59 .655 4.47 .644 .889 .087 10.193 ＊＊
４ 熱烈な雰囲気である／熱のない雰囲気である 3.18 .734 3.83 .686 .646 .093 6.922 ＊＊
５ 生産的な雰囲気である／非生産的な雰囲気である 3.19 .695 3.93 .759 .737 .089 8.268 ＊＊
６ 暖かい雰囲気である／冷たい雰囲気である 3.63 .840 4.71 .539 1.081 .088 12.264 ＊＊
７ 協力的な雰囲気である／非協力的な雰囲気である 3.58 .822 4.62 .618 1.040 .093 11.192 ＊＊
８ 支持的的な雰囲気である／敵対的な雰囲気である 3.43 .641 4.27 .740 .838 .092 9.152 ＊＊
９ 面白い雰囲気である／退屈な雰囲気である 3.37 .864 4.32 .754 .949 .106 8.968 ＊＊

















































































ｎ ％ ｎ ％
１）全ての職員で行うもの ２）一部の職員のみで行うもの
　　週１回 1 1.9 　　週１回 12 21.8
　　月２回 5 9.3 　　月２回 10 18.2
　　月１回 22 40.7 　　月１回 20 36.4
　　年６回 6 11.1 　　年６回 5 9.1
　　年４回 2 3.7 　　年４回 1 1.8
　　年３回 2 3.7 　　年３回 2 3.6
　　年２回 1 1.9 　　年２回 1 1.8
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